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1. 本 誌 は､物 性物 理 の研 究 を共 同 で促 進 す るため ､研究 者 が その研

究 意 見 を自由 に発 表 し言寸諭 しあい､ また ､研 究 に関連 した情 事良を速

や か に交換 しあ うこ とを 目的 と して ､ 毎 月 1回編 集 ･刊行 され ます ｡

掲 載 内 容 は､研究 論 文 ､研 究会 ･国 際 会議 な どの報 告 ､講義 ノー ト､

研 究 に関連 した諸 問題 につ いて の意 見 ､ プ レプ リ ン ト案 内 ､ ニ ュー

ス な どで す ｡

2. 本 誌 に掲 載 され る論 文 につ いて は､原 則 と して審査 を行 をい ませ

ん｡但 し､編集 者 が本 誌 に掲 載 す る こ とを著 し く不適 当 と認 め た ち

の につ いて は､改 訂 を求 め､ また は掲 載 を拒 絶 す るこ とが あ ります ｡

3. 本 誌この掲 載論 文 を他 の学術 雑 誌 に引用 す る と きは､著者 の番 諸 を

得 た上 で private communication 扱 い に して下 さい｡

投稿規定

1. 原稿 は400字 詰原稿 用 紙 を使 用 し､雑 誌 のページ数 を節約 す るため

に極 力簡潔 にお書 き下 さい｡

2. 原稿 は 2部 (オ リジナ ル原稿 及 び コ ピー)提 出 して下 さい｡

3. 数 式 ､記 号 の書 き方 は Progress,Journalの投稿 規定 に準 じ､

ミス プ リン トが生 じない よ うを処 置 を とって下 さい ｡ 上 ツキ ､下 ツ

キ ､英字 の大 ､花 文字 ､ ギ リシ ャ文字 ､ O と a と 0(ゼ ロ)､ uと n

と r､ C と e､ 1(エ ル )と 1(イチ )､ X と× (カケ ル)､ 1ユとV等 を

赤 で指 定 して下 さい｡

4. 数 式 は 3行 にわた って大 き く書 いて下 さい ｡

5. 1行 以 内 にお さま らない可能 性 の あ る長 い数 式 等 は必ず 改行 の際

の切 れ 目 を赤 で手旨定 して下 さい｡

6. 図 は その ま ま印刷 で きるもの を原 稿 に添 えて下 さい｡ 図 の縮 尺 ､

拡 大 は致 しませ ん｡ 1頁(13×19cm2)以 内 に人 らをい図､ その ま ま印

刷 で きない図 は原 則 と して著 者 に返送 し､書 き改 めて いた だ きます ｡

図､ 蓑 の説 明 は別 紙 に書 き､本 文 中 に挿 入位 置 を赤 で 明示 して下 さ

い 0

7. 投稿 後 の原稿 の言丁正 はで きるだ け さけ るよ うに して下 さい｡

8. 別刷 は原 則 と して作 りませ ん ｡ ど う して も別刷 が入 用 な場 合 は､

投稿 の 際 に所 要部 数 を50部 単位 で 申込 んで下 さい｡別刷 代 は下記 方

式 によ り､現 金 で納 入 して い ただ きます ｡

(郵券 に よ る受付 は いた しませ ん )

p :物 研 出来 上 り頁数

Ⅹ :別刷 所･要 部 数

a :別 刷 1頁 の代 金 3円

b :製 本代 (別刷 1部 につ き) 30円

別刷 代 - (ap+b)Ⅹ+送 料

別 刷 代 金 は別刷 を受取 って か ら､ 1ケ 月以 内 に納 めて下 さい｡ そ

れ よ り遅 れ た場 合 には遅 滞 追 徴金 を請 求 され るこ とが あ ります か ら､

御注 意 下 さい｡

9. 原稿 締切 日は毎 月10日で原 則 と して次 月発 行誌 に掲 載 され ます ｡



ニュ-ス

ニュース

[東京大学物性研]

o研究会 (テーマ )

6月 28′-29日

"バンド理論の現状と将来"

o談話会 (題目)

5月 28日 "超イオン伝導体の光散乱''

潮 田 資 勝 (Univ.orCalif.-Irvine)

6月 18日 "インターカレーション化合物の合成と物性"

山 中 昭 司 (広 大 工 )

6月 20日 HStaticCriticalPropertiesofFluidHeliumH

Pror･HorstMeyer(DukeUniv.)

6月 25日 "核融合研究開発の現状と展望"

関 口 忠 (名大,プラズマ研 )

o土曜セミナー(題目)

5月 19日 "二次元Ⅹ-Y模型のモンテ ･カルロ"

宮 下 精 二 (東 大 ･理 )

5月 26日 "非平衡超伝導体における不均一状態''

飛 田 和 男 (東 大 ･理 )

6月 2日 "原子核における7r-中間子凝縮"

矢 崎 紘 一 (東 大 ･理 )

6月 9日 "Photo-Magneto･ElectricEffect"

中 里 和 郎 (東 大 ･理 )

6月 23日 "非対称アンダーソン模型の基底状態

- S-d混成項についての摂動- "

稲 垣 容 (物 性 研 )
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ニュ- ス

6月 30日 "金属微粒子の超伝導"

川 畑 有 郷 (学習院大 ･理 )

[東京大学教養物理]

｡談話会 (題 目)

pror.Flasl血a(アリゾナ大 ): solitonsinthenon･linearlattice

oセミナー (題 目 )

氷 上 : 準二次元系の相転移

高 田 : Medianism ofSuperconductivityinDigenerated

Semiconductor
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プレプリント案内

プレプリン ト案内

[東大 ･久保研]

(59) 2. SusumuKu血ara,HidetoshiFukuyamaandSadaoNakajima

A ModelforElasticAnomaliesinK2Pt(CN)4Bro.3･3H20

(57) 2. M.J.FuceandJ.Timonen

lnsulatoトー0-metalTransitioninDopedPolyacetylene

(58) 3. Satorulnagaki

GroundStateoftheAsymmetricAndersonModel-PerturbationApproach

withRespecttotheMixingIntegral-

(59) 5. YasuyukiKurata

AnalyticInvestigationoftheKondoEffectinHighlyConcentratedMagnetic

Alloys

(60) 10. M.TachikiandA.Kotani

Spin-SpiralOrderinginMagneticSuperconductors

(61) 10. N.G.vanKampen

StochasticDescriptionorMany･bodySystems

(62) ll. MikiWadatiandKaturoSawada

New Representationsof theSoliton Solution fortheKorteweg･deVries

Equation

(63) ll.D.∫.Amit,Y.Y.GoldschmidtandG.Grinstein

RenormalizationGroupAnalysisofthePhaseTransitioninthe2DCoulomb

Gas,Sine-CordonTheoryandXY-Model

(64) 12. MasakiAmara

TransientPolarizationEffectsofResonanceRamanScatteringinaLinearly-

CoupledLocalized･ElectronPhononSystem

(65) 13. Y.Miyako,S.Chikazawa,T.SaitoandY.G.Yuochunas

CriticalPhenomenaorSpinGlass:Observationornonlinearsusceptibilityin

(Til_xVx)203 Singlecrystals

(66) 13. Y.Miyako,S.Chikazawa,T.Saito,andY.G.Yuochunas

DynamicSusceptibilityoraSpinGlassCompound(Tio.9Vo.1)203

-525-



プレプリン ト案内

(67) 16. P.D･DrummondandC.W･Gardiner

Generalisedp-Representationsin()uantum Optics

(68) 16. Salvatore∫.LalamaandAnthonyF･Garito

Origin oftheNonlinearSecond OrderOpticalSusceptibilitiesofOrganic

Systems

(69) 21. TakahikoOguchiandTakumaIshikawa

Random MixturewithCompetingExchangeEnergleSandCompeting

AnisotropyEnergleS

(70) 23. YoshikazuSuzumura

TheDensityorStatesortheTomonaga･LuttingerModel

(71) 23. YuheiNatsume,FumiyoshiSasagawa,MasaakiToyodaand lsaoYamada

DynamicEffectofLow･SymmetricDistribution ofSpinsonEPR Linesin

One-DimensionalMagneticSystems.Ⅰ. Theory and ExperimentinTMMC

(72) 23. IsaoYamadaandYuheiNatsume

DynamicEffectofLow-SymmetricDistribution ofSpinsonEPR Linesin

One-DimensionalMagnetic Systems.ⅠⅠ. Enhancement by Cu･dopingin

TMMC

(73) 30. HiroshiFurukawa

StructureFunctionsofQuenchedOff-CriticalBinaryMixturesandRenorma1-

izationsofMobilities

(74) 30. HiroshiFurukawa

StructureFunctionsofQuenched Off･CriticalBinaryMixturesandPositive

GapsinSusceptibilities

(75) 30. V.Balakrishnan

Fluctuations and Viscoelasticity

(76) 30. SusumuKamada,YukihideKamiyaandMotohiroKihara

LatticeorPhotonFactoryStorageRing

(77) 30. K.KikkawaandMasaakiSato

A Semi-ClassicalApproachtotheBosom-FermionSystem

(78) 30. Yuk払ideKamiya

ComputationalMethod fortheDispersion,Betatron FunctionsandC.0.D.
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プレプリント案内

inNonlinearLattice

(79) 30. SadatakaFuruiandTetsuyukiYukawa

Importance of the ShortRangeCorrelation inProton･NucleusBackward

Scattering

(80) 30. TaizoMuta

Quantum ChromodynamicsandDeeplnelastice-N ScatteringatTristan

(81) 30. HisashiKobayakawa,KojiTakataandIsaoToyama

PerfbrmanceTestsorCrowbarCircuitfわrKlystronProtection
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編集後記

編 集 後 記

京都は蒸 し暑い毎 日が続きます｡はじめて経験する京都の夏だというのでもないの

に,京都の夏 とはこんなにも暑いものであったか,と再認識 させられる毎日です｡

物性研究の発行の遅れはあい変らずで,この号が出るのもすっかり秋が深まった頃に

違いないのですが,そうは思っても,まず,暑いですね,と書き始めたくなるこの暑

さなのです｡

この号には Prof.Cohenの日本印象記を載せることができました｡米沢さんの書い

た "はしがき''にもありますように, pror.cohenはこの 1月から6月まで,ちょう

ど半年基研に滞在されました｡ 6月の末,日本を離れる準備にお忙 しい時期に,時間

をさいていただいてできたものです｡基研滞在中,いろいろ雑談などしていて私たち

の感 じたのは, Prof.Cohenの観察眼のするどさでした｡この印象記にもその一部が

見られるように思います｡二,三 私などには気になる指摘があるのですが,読者の皆

さんはどう感 じられたでしょうか,御意見がありましたらお寄せいただきたいと思い

ます｡ (Y.N)
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